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 要  旨   

以前の研究で肺腺癌と正常肺の CpG island の異常メチル化を網羅的にスクリ

ーニングした。DPP-6は最も DNA メチル化率の高い遺伝子であった。DPP-6は、

神経の A type カリウム・チャンネルを調整する蛋白で、神経シナプスの可塑

性を促進する。DPP-6 の DNA メチル化率は、正常肺と比較して肺腺癌で有意に

高い。mRNA の発現は、肺腺癌と比較して正常肺で有意に高い。DNA メチル化と

mRNA の発現は逆相関の関連を示した。早期の症例では、DPP-6 の DNA メチル化

率は低く、lepidic の組織型の腺癌では、有意に mRNA の発現が高かった。DDP-

6の mRNA の発現が高い肺腺癌で、有意に予後が良好であった。肺腺癌における

DPP-6 のメチル化は、mRNA の発現と逆相関の関係があり、mRNA の発現の低下

は、腺癌の予後不良と関連する。DPP-6 が癌抑制遺伝子として働く可能性があ

る。以上の内容は、今後の医学の発展を考える上で、その社会的意義が大きく博士

の学位授与に値すると判定した。 


